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Gentamicinに よる耳鼻科領域におけ る感染症 の治療成 績

三 辺 武 右 衛 門 ・飯 田 宏 美

関東逓信病院耳鼻科

徳 増 厚 二

東京大学耳鼻咽喉科

Gentamicin(以 下GMと 略記)は,米 国 シェ一 リン

グ社に よ り開発 された新抗生物質 である。GMは グ ラム

陰性,陽 性の菌に対 し広域 性のスペ ク トルムを有 し,ブ

ドウ球菌 と同様に緑膿菌,変 形菌 に対 しても有効な抗生

物質 であ る。

私 はGMに よる耳 鼻咽喉科 領域 に お け る グラム陰性

桿菌に よる感染症の臨床 効果を検 討す るのに,主 として

緑膿菌や変形菌を検出 した化膿 性中耳炎 や下 咽頭 手術感

染創を中心 とした治療成績について,ま た副作用,特 に

聴器障害について調査 した成績について報告す る。

この臨床 研究 に協力 され資料を提供 された病院は東 京

大学耳鼻咽喉科,関 東逓信病院 であ る。

血 中 濃 度

GM投 与に よるGM血 中濃度を枯 草菌 を使用 した 重

層法に よ り微量 定量を行なつた。
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i表1GentamicinのSta♪hylocoecusaureus,Pseudomenasaeruginosa

及 びProteusmirabilisに 鮒 す る 抗 菌 試 験 成 績

GM40mg筋 注後の血 中濃度は,図1の ご と くで血

中濃度 のピJ…nyクは30分 ～1時 間 の 間に あ り,7・3～8・4

mcg/m1で,6時 間後にはo、38mρ9/mlで あつた。

また4例 にお いて5回 にわた り40mgを 筋 注 して12

時間後の血 中濃 度 はO.4mcg/mlが2例,0・1mcg/m1

が2例,1例 は測定不能であつた。

抗 菌 試 験 成 績

化膿 性中耳炎か ら検 出した黄色ブ ドウ球菌,緑 膿菌及

び変形菌に対す るGMの 抗菌 試験成績 は表1に 示 す 通

りであ る。即 ち緑膿菌13株 においては,最 低発育阻止

濃度は1.6～12.5mcg/m1の 間にあ り,100mcg/ml以

上の耐性菌株 が4株 あつた。変形菌5株 においては感受

性菌 の分布は1.6～6、25mcg/m1の 聞にあつた。

黄色 ブ ドウ球菌19株 にお いては最低発育阻 止濃度は

o.05～o.8mcglm1の 問にあることがわかつた。

臨 床 成 績

1.化 膿性 中耳炎におけ る治療成績

主 としてグ ラム陰性桿菌(緑 膿菌,変 形菌)感 染に よ

ると考え られ る化膿性中耳炎症例22例(急 性症5例,

慢性症17例)に つ いてGMに よる治療成績 は 次 の よ

うであつた。

使用法:成 人においては1日 量40～80mg,1日1～

3回 に分割筋注を行ない,局 所療法 としては10倍 稀釈

液を0,1～O・2ml,1日1回 点耳を行な つ た。 治療効果

の判定は耳漏 序ま り乾燥 した ものを著効 昔 とし,耳 漏

減 少 して効果 の認め られ た ものを軽快(十)と して判定

した。

1)緑 膿 菌による急性化膿性中耳炎症例

治療 した症 例は3例 にて5～11日 間の使用 に よつ て耳

漏は何れ も消失 し治癒 を営 んだ(表2)。

第1例 の6カ 月の小児症例において
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表2急 性緑膿菌性中耳炎 のGMに よる治療成績
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表3慢 性化膿性中耳炎 のGMに よる治療成績
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は,1日 量8tng,10日 間総量80mgの 使用に よつて

治癒 した。

症例2常0 中学生

昭和41年8月29圏 風邪に継発 して耳 痛,発 熱 を訴

え右急性中耳炎 を起 し,膿 性 の耳漏を漏出す るよ うにな

つ た。 そこでCPを1日19,9日 間内服せ しめたが,

耳漏 はますます多量 とな り症状増悪す るよ うになつた。

鼓 膜は後上 部が膨 隆 し,「 レ」線では右乳様突起部に禰蔓

性 の陰影 が認め られた。耳漏か ら培養上緑膿菌が検出 さ

れ,KM,CL,GMに 対す る感性は認 め られなかつた。

しか しGM60mgを1日3回6日 間使用 した ところ,

耳 漏は著 しく減少 し始め,更 に40mg,5日 間投与,11

日間,総 量560mgに て治癒 せ しめるこ とが できた(図

2)。

治癒前後の聴 力像 は,図 に示す通 りで,治 療後は気導

聴 力は全 く正常 に復 し自他覚的 に聴力障害 の所見や前庭

迷 路症状 は認め られなかつた(図3)。

2)慢 性化膿性 中耳炎症例

治療を行なつた症例は8例 であ る。いずれ も緑膿菌を

検 出し,そ の うち1例 に お いてはStaPh.epiderm.を

検 出し,そ のGMに 対 す る感性は 昔 のもの5株,十

のもの2株,耐 性1株 であつた。成人においては1日 量

40～80mg,5～11日 間使用 し,4才 の小 児で は1日 量

12mg,5日 間 の投与を行なつた。成人 の3名 に お い て

は5～6日 間 の点耳療法を併用 した。

治療成績は著効を奏 した もの5例,軽 快2例,無 効1

例であつた(表3)。

これ らの症 例に おいては,副 作用 として何れ も聴器障

害 は認 め られ なかつた。

3)慢 性化膿性申耳炎(術 後性)症 例

治療を行なつた症例は5例 であ る。いずれ も緑膿菌 を

検 出 し,そ の うち2例 においてはStaρh.epiderm.を

検出 した。 これ ら緑膿菌のGMに 対す る感性は 十トの も

の1株,十 の もの2株,耐 性株2株 であつ た。

治療法は1日 量40～80mgを7～18日 間 投与 し,4

～10日 間 のGM液 の点耳療法を併用 した。治療成績ば

著効を奏 した もの2例,軽 快2例,無 効1例 であつた。

特に副作用は認め られなかつた(表4)。

4)変 形菌 を検 出 した化膿性 中耳炎

耳漏 中か ら変形菌を検 出した症例は6例 にて,急 性症

2例,慢 性症4例 で あ つ た。 検 出 した変形菌 はProt.
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表4慢 性化膿 性中耳 炎(術 後性)のGMに よる治療成績
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表5変 形菌性化膿性中耳 炎のGMに よる治療成績
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mirab.株5株,Pγet.vulgaris1株 で,GMに 対す る

感性は1.6～6.25mcg/m1の もの4株,耐 性 株2株 であ

つた。

成人においては1日80mg,4～14日 間,3才 の幼 児

においては8mg,5日 間使用 し,著 効を奏 した もの4

例,無 効 のもの2例 であつた。特に副作用は認め られ な

かった(表5)。

次に症例 を例示す る。

症例1井0 家婦

左外傷性鼓摸欠損 に併発 した急性 化膿性 中耳 炎兼乳様

突起炎

昭和41年9月25日 左外傷性鼓 膜欠損 を起 し耳漏が

出るよ うになつた。EMO.89,6日 間の投与 を行 なつ

たが耳漏はなお多量 であつた。 そこでCP19,10日 間

投与 したが耳漏はます ます多量 にな り,左 乳様突起 部に

落痛を訴え るよ うになつた。

左鼓膜は後上 部が発赤膨隆 し,左 乳様突起部に圧痛を

訴え,レ 線写 真でも左乳様突起部 に禰蔓 性の陰影を認め,

左急性乳様突起炎を併 発 したこ とがわかつた。耳漏か ら

はProt.mirab.を 検 出 し,GMに 対 する感性は6.25mcgl

m1で あつた。 そ こでGM1日 量80mgを2回 に 筋注

して経過を観察 したが,3目 目には頭痛 も消退 し,5日

後か ら耳漏は著 しく減少 し,更 に7日 間使用 し,14日 間

総量1,120mgに て鼓 室は乾燥 して治癒す るのが認 め ら

れた。

副作用:特 に副作用は認め られ なかつた。

2・ 下咽頭癌手術後の創感染症例 におけ る治療成績

下咽頭手術後の創感染症6例 にGMを 投 与 した。下

咽頭癌手術後の症例では,咽 頭 及び食道の切断部か らの

汚染 で,グ ラム陽性桿菌 と共 にグ ラム陰性桿菌 特に緑

膿菌や変形菌 の感染が多い◎

投与量は1日40～80mgを2回 に 分 け て,5日 か ら

15日 間使用 した。投与量は多 くの 症 例 では320mgか

ら600mg,第6例 では1,160mgに 及んだ。臨床的}こ

はGMの 投与に よつて創腔の汚染の改善或 いは 防 止に

役立つた(表6)。

投与例の創腔 か ら検 出した細菌について,GM投 与前

後の菌の消長は表7に 示す ようであ る。グラム陽性桿菌

はいずれ も菌消失 し,グ ラム陽性球菌,グ ラム陰性桿菌

は変化を認めない症 例もあるが,菌 消失 または減少を認

めた症例 も少な くなかつ た。
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3・ 副 作 用o

表7Gentamicin使 用 後 の 菌 の 消 長

GM投 与量投 与 前
(mg)投 与 後

検 鏡 白血球 帯(一)

Gram十Rods十6目560(一)

Gra】m-Rods十 ト?(吾)
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培 養Gτam+Rods蒔(一)・

Gram-Rods帯 ～(耕)

Gram十Cocci→ 十(一)

検 鏡Gram-Rods升 且ooZf(十)
2.AS426 培

・養Gram-Rods帯6目600且`oZ`(帯)

表8グ ラム陰性桿 菌に よる

化膿性 中耳炎のGMに

一
3.KU569

Gram-Rods一 掛

Gram十Cocci十

培 養Gram-RGds帯

Gram十Cocci十 ←

Gram十Rods十}

Gram-Rods十

Gram十Cocci十

Gram-Rods帯

白 血 球 帯

Gram-Rods÷

Gram-R◎ds十 ←

Paracolon十

Gram十Rods十

図5オ …-N>"オゲ ラ ム

氏名戸0殿 氏名戸σ 殿

私 共の化膿性中耳炎治療症例で

は特に副作用は認め られ な か っ

た。既に記載 したよ うに14才 の

常○例においては,急 性症か ら急

性乳様突起炎を併発 し,GMを11

日間,総 量560mgに て治癒 した

のであ るが,こ の症例 においては

オ ー・ジオ グラムでも聴 力障害は認

め られなかつた。 また戸○症例は

慢性症 にてGMを 比較 的 大量 使

用 した症 例であ る。1日 量80mg

を9日 間使 用 し,更 に1月 後80(+)

5日320～(十)mg・19日 間使用 した。GM投 与

(什)前 後のオージオグ ラムを比較する

(_)に 骨 導に著変な く,そ の間鼓室形

(一)成 術を行ない気導聴力は改善を示

し,聴 力障害や前庭迷路症状は全

然 認め られ なかつた(図5)。

下咽頭 癌6例(東 大病院)の 創

感 染症におけ るGM投 与前後の検

査 成績で も,自 覚的に耳鳴,難 聴

及び眩量,平 衡 障害等の症状 の発

現 な く,他 覚 的 に オ ージオグラ
15日1,160培 養Paracolen辮 ム

,自 発性眼振,足 踏み検査等でP
γoteμS十 も特

に変化は見 られなかつた。

総 括

Gentamiciロ について,耳 鼻 咽喉科領域の主 としてグ

ラム陰 性菌感染 に対す る臨床応 用を検 討 した。

1.GM40mgを 筋注 した場合,成 人に お け る血中

濃度 の ピー クは30分 ～1時 間 の 間 に あ り,7.3～8・4

mcg/mlに て,6時 間ではO。38mcg/mlで あった。
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2.GMは 黄色ブ ドウ球菌に対 しては0・05～O・8mcgi

m1,緑 膿菌13株 では1・6～12・5mcglm1の 間にあ り・

100mcg/ml以 上の耐性株は4株 あつ た。変形菌に 対 す

る感受性菌 の分布は1・6～6・25mc9/mlに て変 形 菌 に

対 して も有 力な治療剤であ ることを示 している。

3.緑 膿菌及び変形菌を主 とす る化膿性 中耳炎22例

の治療成 績 は,著 効14例(63・6%),軽 快4例(18・2

%),無 効例4例(18.2%),有 効率81、8%で あ つ た

(表8)。

4.下 咽頭癌の手術後の創感 染症6例 においては,い

ずれ も創面 の汚染改善に役立ち,菌 減少,消 失を見た も

のがあつ た。

臥 副作用,軽 度肝機能障害 例も含 めて投与 した全例

において,上 述 した使用量では聴 力,平 衡障害等の副作

用は認め られなかつた。 また過 敏症,発 疹,注 射部位の

障害は認め られなかつた。
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RESULTS OF GENTAMICIN TREATMENT OF VARIOUS 

     INFECTIONS IN OTORHINOLOGIC FIELD

         BUEMON SANBE,  HIROMI IIDA 

Clinic of Otorhinology, Kanto Telecommunication Hospital 

           and ATSUJI TOKUMASA 

Department of Otorhinolaryngplogy, University of Tokyo

                                    Abstract 

 The present authors have carried out the clinical application of gentamicin chiefly to the infections 
due to Gram-negative bacteria in the field of otorhinolaryngology. 

 1. When 40 mg of gentamicin were injected intramuscularly to the adults, the peak of blood con-
centration was found as  7.  3-43.  4 mcg/ml after 30  minutes-4 hour, and  0.38  mcg/ml after 6 hours. 

 2. Minimum inhibitory concentration of gentamicin was situated at  0.05--0.8  mcg/ml against Staphy-
lococcus aureus, and  1.  6-12.  mcgiml against 13 strains of Pseudomonas aeruginosa, including there 

 4. resistant strains higher than 100  mcg/ml. The distribution of sensitive strains against Proteus vul-

garis was found in  1.  25  mcg/ml, and thus gentamicin indicated to be a potent remedy against 
Proteus vulgaris. 

 3. Twenty-two cases of purulent otitis media (chiefly due to Ps. aeruginosa and Proteus vulgaris) 
were treated with gentamicin, and the result was obtained as follows remarkable effecitve 14 cases 
(63.6%), improved 4 cases (18.2%), ineffective 4 cases  (18.2%), effective ratio 81.8% (Refer to 
Table  8). 

 4. Among 6 cases of  post-operative wound infection of hypopharynx cancer, gentamicin served to 
improve the contamination of the wound surface in all of them, and to reduce or disappear the bacteria 
in some cases. 

 5. As for the  side-effet of gentamicin, no damage of hearing and equilibrium was observed in all 
cases including those of slight dysfunction of liver, so far as the above dosis concerns. Hypersen-
sibility, eruption and damage of injection site were not encountered.




